
砿 難 転者は発病 し易 く、発病 した場合は滲出性傾向

が強 く、 また、淋 巴腺結核を合併することが 、殊に多 い

よ うであ る。 ・
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第1章 緒 言

栄養状態の良 否が結核性滲出性肋膜炎 の経 過に伴5赤

ノ 血球沈降速度(以 下赤沈 と略す)の 変動 に如何 なる影響

を及ぼすか を調査 した ものは文献上殆 ん ど全 く見当 らな

い。余は 、総ての生活条件就 中栄 養状 態の極 めて不良で

。あつた戦時 の結 核性滲出性肋膜炎 を戦前の もの と対比す

れば 、かか る影響 を窺 知出来 は しないか とい う推定 のも

とに、北本助教 授 より臨駄統計的研究を命ぜ られ 、当内

科教室 の病歴調査 を行つ たので、その結果をここに報告

す る。

第2章 症 例

昭和9年 より昭和12年 に至 る4年 間 を第1群(戦 前)、

昭和13年 よ り昭和16年 に至 る4年 聞を第2群(H華

事変)、 昭和17年 より昭和20年 に至 る4年 間 を第3

群(第2次 世界大戦)と し、そ の間に結核 性滲出性肋膜 炎

患者は、葉間肋膜 炎、縦隔洞肋膜 炎、横隔膜肋 膜炎 、膿

胸 、血性肋膜炎、 コレステ リソ性肋膜 炎、人工気胸鰺出

液等 を除いて、第1群163例(右 側84例 、左側71例 、

両測8例)、 第2群144例(右 側77例 、左側63例 、

両側4例)、 第3群101例(右 側54例 し左側46例 、

・ 両側1例)で あ る◎担 し入院 中再発 した もの或 は退院後

再発 して再入院 した ものはそれ を症例に加えた。

余 りは先 に結捜性滲出性肋膜炎の経過 に伴 ケ赤沈の変

動 を詳 細に検討 して、一般 に滲出期 に入 ると共 に赤沈は

急激に促進 し、始 めて鰭てそ の1頁点 に達 し;そ の後滲出

液の減 少 と共 に遅延 して 滲 出 期 の末期たそ の頂点 を作

り、その後再 び促進 し始 めて滲出液 の消失す る頃にその

頂点に達 し、再 び漸次遅延 し乍 ら恢復期 に移行す ること

を明 らかに したが、それ が上述 の3i群 で如何 に異 るかを

以 下に於 て比 較検討するこ とにする。

第1節 第1群 に就 て ・

発病 前或 は発病 から滲出液消失迄 の期間の前半に入院

した ことが 明らかで且つ治癒軽快 した もののみを集 める

と12S例 になる。それ等に就 て滲出期 に於 け る経過 に伴

う赤沈の変動 を見 ると、54例 では促進 か ら遅延 にかけて

の推移が見 られ るが、60例 は入院後既 に遅延 し始 めて

お り、4例 は未だ促進の途 上で退院 し、10例は赤 沈測定 の

欄 隔が例外的 に長い為 に滲出期に於ては只1回 しか赤 洗

測定 してない もの と見倣 され る。第1の ものム らは促進

をの頂点 の赤沈 を、第2及 び第3の ものか らは近似的に

最 大値の赤沈を、第4の ものか らは仮 りに只1回 測定 し

た赤沈 を取 つて見 ると、そ の値は最小16m血(以 下赤沈

は総てWO戯eg翌en氏 法 の1時 間値 である)か ら最 大

146mmに 及び、平均78m瓶 となる。 それ等 の赤沈の

値 を発病後何病 日に示 してい るか を見 ると、最 小1病 日

か ら最大42病 日に及び、平均14病 日であ る◎以 上を
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第1表

病 目
、

赤沈(粍)

1
;5

6
{10

11
i15

1621

}120

i25
ξ

26
r

l30

31
!
35

36
i
40

}

41
145

計

例数%
}

10--19 {い}11} い 、 α8

2・-29・tい いIlllliい い ・6

3・-3gい い い 311}}1い い 〃

4・-4gl31413いIi 1 い ・t8・8

5筒gl・ い15
1・1{・}ll鼠4i・ ・3

60_6g 3い'い{2{21・12i 19 14。9

70-79 評
争 } 2 レ

5 3i 3 i llll ・31 10.2

80_$9 し { 1 1 31 6! 2 tl 1 lii{ ・31 ユ0.2

90._99 1 1 1 61 5i 3
】 ・1

1
1・1}1

・8{ 14.1

100--109 い1 4151・1 1 1 13 10.2

110-119 5LL⊥ ⊥ ⊥i」
21

13 10。2

120--129 3 2.3

ユ3・一・3gll{i・iliiい1α8

・4・一・4gl}lil-il・ い1α8

計
例 数 i31判4・124レ514い1・{2

総 計128例

(100・0%)
%

刺2a313L3}・&gi翫gla・1孔71・}L6

表示 すると第1表 の如 くである。

滲出期の末期或 はそれ 以前に入院 し、入院期間1ヵ 月

以 上で、滲出液 の消失 した後退院 し、そ の間赤沈を毎 週

或は例外的に聞隔 の長い場合で も隔週1回 測定 した もの

のみを集 めると85例 にな る。 その中吸収期 に著明 な赤

沈の促進(滲 出期末期 に於 ける遅延の頂点 との差10mm

以 上)を 認 めるものが68例(80・0%)あ る。

それ等に就て滲出期末期 に於け る遅延 の頂点の赤 沈を

見 ると(入 院 後既に吸収期 に於け る赤沈の促進の始 まつ

てい る ものが3例 あ り、それ等は近似的 に最初の赤沈を

取 つた)、最小3皿mか ら最大117mmに 及び、平均

45mnで あ る。 それ等 の赤沈 の値 を発病後何病 日に示

してい るかを見 ると、最小12病 日か ら最大115病 日に

及び、平均40病 日であ る。以 上を表示 すると第2表 の如

第2表

＼ 病目
凄

＼ 、
、
＼

、

赤沈(粍)＼

11
i20

21
130

31
1
40

41
1
50

51
1
60

61
1
70

71
18
0

一

了

81
5
90

91
i100

101
1110

111
i120

計

例剃 %

・-gl } 1 1 1 1 i 1 1 } {{ i{ {3{ 4.4

10_19 1 1
↓

l

l 12 i 1 i 1 1 1 } 1} 」
5 7.4

20-29 { 1 i 1 1 4
1・ 1 1 1 1 2 1

多 ; 1・ ・
14.7

30--39 i 1 1 4 } 2 13 1 2 { 1 1 {・ } il i・4i
20.6

40-49 { 至 }o 1 3 }2 1 1 1 1 i・ 1 i igl 13.2

50、_59
毒 1 4

…
マ2

1 i2 1 1 ド ; 1 1 1 い1 13.2

__9-一_
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L

60._69 1 1 1 2 1 1
1・ 1 1 1・ ll 1 } 71 10.3

70-79 1 【
2 1 1 1 1 1 1 il 、 1 1 31 4.4

80-.89 1 { 1 i 1 1 1 1 い 1 1 ll し
・} 5} 7.4

90_99 1 1 1 1 1
} 1 1 1 Il 1 1 ・1 1.5

100--109 i 1 1 1 } 1 1 / 1 ii 1 1 ・1 1.5

110-119 1 1 i 1 1 i ; 1 1 ii 」 1 ・i 1.5

計
例数

%

・・1・31・41・317い ・14 ユ ・1・

・e・21×9・ ・12・ ・61・9・ ・ …314・41・ ・515・9・ ・5 ・1・ ・5

総謝68例

(100.0%)

くである◎

吸収期 に於け る促進 の頂点 の赤沈 を見 ると(未 淀促進

の途 上に退院 してい る ものが9例 あ り、それ等は近似的

に最終の赤沈を取つ た)、最小22mmか ら最大140mm

に及 び、平均76mmで ある。それ等 の赤 沈の値 を発病後

何 病 臼に示 してい るかを見 る と、最小15病 日か ら最大

134病 日に及び 、平均56病 日である。以上を表示す る

と第3表 の如 くであ る。 この中赤 沈の促進 と共に新 たな

第3表

＼=病 日

赤 沈(粍)＼ 、

11

ヨ
20

21
i
30

31
14
0

`41

1
50

51

1
60

し

611
f
70

卜

-

(U

ウ
●

n6

81
1
go

…盃 一

蕊1

101
1

110

111
1

120 翻
計

醐%
冨 「 「 「 「 「 「 「「一[ 3 4.4

3・一一391・ 1 !・… }3 4.4

・00_ .49 12i4{2 1 9 13.2

50._59 ・ ・1 2

}丁 「 〕 ・

1 5 7.4

60_6g 21 6 8。8

70--79 3 213 3
1・1・ 1・31ig・ ・

80-.89 3 13 1 回 。 g1・3・2

90_59一 131 ・回 「[ 9 132

… 一 ・・gi ・} 口 1
回3 4.4

110-119 11 2 2.9

・2・一 ・291 ・ ・Il

「1

2 4 5.9

・3・一 ・39{ 1 1 1.5

・4・一一一・49i 1

計
例数

%

・ い}81・31・ ・1メ214向4i21・ 」・

坤32}…81・9・ ・1・6・21・乳615・g團 卵gl・ 『1・
・「鳶

・{・ 瀞

総 計68例

(100.0%)

お結 核性疾患 の認 められ た ものは髄かに肺結核2例 、反

対側肋膜 炎1例 、腹膜炎1例 ・合計4例(59・%〉 に過 ぎな

いe.第2節 第2群 に就て

発病 前或 は発病か ら滲出液消失 迄の期聞 の前半に入院

したことが明 らかで且つ治癒軽快 した もののみを集 め る

と901例 になる。それ等 に就 て滲 出期 に於 け る経過に俸

う赤沈の変動 を見 ると、49例では促進 か ら遅延 に かけて

の推 移が見 られ るが、52例 は入院後既 に遅 延 し始めて

一_10rL
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お り、4例は未 だ促進 の途上で退院 し、4例は赤沈灘定 の

聞隔が 例外的に長 い為 に滲出期に於ては只1回 しか赤沈

を測定 して ない もの と見倣 され る。第1の ものからは促

進 の頂点 の赤沈を、第2及 び第3の ものか らは近似的 に

最大値の赤沈 を、第4の ものか らは仮 りに只1回 測定 し

た赤沈 を取つて見る と、その値は最小9mmか ら最大

藍60mmに 及び、平均76mmと な る◎ それ等 の赤沈の

値 を発病後何病 臼に示 してい るか を見 ると、最小1病 日

か ら最大38病 臼に及び 、平均15病 日である◎以上を

表示 す ると第4表 の如 くであ る。

第4表

∵
-
i
5

6
1
10

-

ー

5

1
義

-

6
1
0

1

2

-

ー

μ◎

2

2

6
-
0

2

3

-

!

翻り

3

3

津O

Aり

3
1
4

計

例 釧%一
10-・19

『
0 0

20-29 1 3 1 2 7 6.4

30--39 ・12 1 4 3.7

40_49 2 4 3 1 10 9.2

50_,59 1 2 1 1
1・

「 6 5.5

60_-69 5い 2 2 1 15 13.8

70--79 1 4 4 1 2 1 13 11.9

80__89 3 2 7 1 4 2 19 17.4

90_99 1 7 3 1 1 1 14 12.8

.… 一 ・・gl・
2 2 3 1 9 8.3

110--119 ・1・ 1

「「「「

3 2.8

・2・ 一・一・・…29
.i

3 4 3.7

・3・一 ・3gI 1 1 0.9

・4・一 ・4gI ・}・ 0.9

150--159 ・{ 1 0.9

・6・一 ・69} 1 1 0.9

計馴
10 2713・ 14 16 4 4 1

9・224・8}3・ ・31・2・81・4MI3・713・71・ ・9

総 計109例

(100.0%)

滲 出期 の末期或はそれ以 前に入院 し、入院期間1ヵ 月

以 上で、滲出液 の消失 した後 退院 し、そ の間赤沈 を毎週

或は例外的 に聞隔の長 い場 合で も隔週1回 測定 した もの

のみを集 めると89例 にな る。 その申吸収期に著 明な赤

沈 の促進(滲 出期末期 に於 ける遅延 の頂点 とのge10mm

以 上)を 認 める ものが79例(88・S%)あ る。

それ等 に就て滲出期末期 に於け る遅延 の鼠 点の赤沈 を

見 ると(入 院後既 に吸収期に於け る赤沈の促進 の始 まつ

てい る ものが4例 あ り・それ等 は近似的 に最初 の赤沈 を

取つた)・最小3mmか ら最大115mmに 及び、平均

42mmで あ る◎ それ等 の赤洗 の値 を発病後何病 日に示

してい るかを見 ると、最小13病 日から最大82病 日に

及 び、平均37病 日である◎以上 を表示す ると第5表 の

如 くである。

吸収期に於 ける促進の頂点の赤沈 を見 ると(未 だ促進

の途上に退院 してい る ものが16例 あ り、それ等は近似

的に最終 の赤沈 を破 つた)、最小21mmか ら最大le

mmに 及び、平均72mmで あ る◎それ等 の赤沈の値

犠

_11__.
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を発病後何病 日に示 してい るかを見 ると、最 小20病 周 表 示す ると第6表 の如 くであ る。 この中赤沈の促進 と共

か ら最 大109病 日に及び、平均53病 日である◎以上 を に新 たな結核性疾患 の認 められ た ものは僅かに肺結棲1

第5表

赤認 易
。。21

130

ー

ハU

3

-

4
醤

勺よ

(
V

4

ー

δ

0_9

-

ー

0

営0

ρ0

-

AU

6

1

7
響

構4

i

O

ケ
。

8

-

1

0

6◎

Q
ツ

計

例 剃%一 一
10--19 3 3 2 3 1 1 ユ3 16.5

20_29 1 5 4 1 3 1 15 19。0

30嗣39 4 5 3 2 } }・4
17。7

40__49 1 1 2' 1 5 6.3

50_59 2 3 2 1 18
60-_69 1 31・ 1 1 1 8

10、1

10.1一
8・一一S9/"2・ 145.1

90_99 4 1 5 6。3

… 一 ・・gt 0 0

… 一 ・・gl 1 1 1.3

計
例数

%

9 26 15 11 12 5 0 1

…41副 ・9・・ii3・gl・S・21・ ・31・ 1。3

総 計79例

(100.0%)

韮

第6表 。

＼

赤沈(粍)

病 日 11
1
20

21
1
30

31
1
40

41

!
50

ノ

51
160

61

170
71
i80

81
1
90

91
1

100

101
1110

計 嚇

一

例剃 %

20--29 1 t 1 2 1
1・ 1 1 1 1・ 1 1 51 6.3

3・-39LL 1 1 } 2 1 13 1 2 .}1
1・ い1 1・・{ 13.9

40-49 i 1 1 { 1 1 {・ 1 3
1・ 1・ } } } 81

一

10.1

50_二59 げ 1 } 2

,

i 2 { 1 2 iLl 1 1 i q 8.9

60、_69 i } 1 1 5 i 1
1・ 1 i 1 } 1 1 81 ユ0.1

70-79
1・ { 1 1 1 1 i 2

1・ 1 1 1 }5i 6.3

一

80一占89
1・ 1 i 1 1 12 } 1 1 1 い1 5{ 6.3

90-99

摯

1 1 1 12i 2 13 1 3 1 1・ 1 1・ }・3i 16.5

100-109 1 { 1 1 3・ 1 2 ヒ 蟹畠

i・ 1 } ド
} i 7 8.9

110-119 i } 1 i 2

一
1 1

1・

「「 「・

i } 1 { i51 6.3

120-129 1 1 1 1 } } }・ l
l}

1 3「 一 3.8

■●噛幽■馳

130-139
i・

1 { 1 1 { 1 1 1ユ
・ レ L3

__..,12_
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… 一一・49} 卜 1 1 1。3

計
例 数

%

2;6 2・ い ・ レ2 ・316 司4い
島51乳61剛 釧 ・5・2i・6・517・613・8is・ ・i2・5

総 計79例

(100.0%)

例 、反対側肋膜炎2例 、腹膜炎2例 、合計5例(6・3%)に

過 ぎない。

第3節 第3群 に就 て

発病 前或は発病 から滲出液消失迄 の期間の前半 に入院

した ことが明 らかで且つ治癒軽快 した もののみを集 める

と81例になる。それ等に就て滲出劾に於ける経過に伴ダ

赤 沈の変動 を見 ると、32例 では促進か ら遅 延にかけての

推移が見 られ るが 、41例は入院後既 に遅延 し始めてお り、

2例 は未だ促進 の途上で退院 し、6例 は赤沈測定 の間隔

が 例外的 に長い為に滲出期 に於 ては只1回 しか赤 沈を澗

定 していない もの と見倣 され る◎篤1の ものか らは促進

の頂点の赤 沈を、第2及 び第3の ものか らは近似的に最

大値の赤沈を、第4の ものか らは仮 りに只1回 測定 した

赤沈 を取つて見 ると、その値 は最小7mmか ら最大

138mmに 及び、平均70mmと な る◎ それ等 の赤洗の

値 を発病後何病 日に示 してい るかを見 ると、最小1病 日

から最大44病 日に及び、平均16病 日である◎以上 を

・表示す ると第7表 の如 くである。
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・1 31 ・1 1 i い 1 ii 9{ 11.1

90_99 ・12・3 21 10 12.3

100-109 1 1 け1 1 4 .4。9

110-119 ・一 ・ 1 1

「「「 「一「 「Tl

4 4.9

120-129 「i 2 2.5

130-139 止L」 1 L2」_竺
例 数 7}・gl・7いd・ ・i414i21駿2

総 計81例
(100.0%)

% a62&5i2L・1・a5}・a6μgl州 呵 鼠5

滲 出期 の末期或は それ以前に入院 し、入院期間1カ 月

以 上で、滲出液 の消失 した後退院 し、その間赤沈を毎週或

億例外的 に間隔の長 い場合で も隔週1回 測定 した ものの

み を集 めると65例 になる。 その申吸収期に著明 な赤沈

の促進(滲 出期末期に於 ける遅延 の贋点 との差10mm
の

以上)を 認 める ものが58例(89・2%)あ る。

それ等 に就て滲出期末期に於ける遅延の頂点の赤沈を

見 ると(入 院後既 に吸収期 に於け る赤沈の促進の始 まつ

_13・ 一_
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てい る ものが12例 あ り、それ等 は近似的に最初 の赤 沈

を取つた)、最小3mmか ら最大U2mmに 及び、平

均38mmで ある◎ それ等の赤沈の値 を発病後何病 臼に

示 してい るかを見 ると、最小5病 日か ら最大105病 日に

及び、平均37病 月である。以上 を表示す ると第8表 の

如 くである。
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40-49 1 31ユ1 馬 5 8。6

50_59 1 ・121・ 1 6 10.3

60_69
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・[i]LL⊥ 」_⊥_LL竺
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醐4計
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7111

4
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・i 41 21 ・i 21 1 「

総 計58例

(100.0%)6.9 ・2・・125・9【訓 劃 L716・gI 副 0 3.4 1.7

吸収期 に於け る促進 の頂点の赤沈を見 ると(未 だ促進

の途上 に退院 している ものが10例 あ り、それ等は近似

的 に最終 の赤沈を取 つた)、最小19mmか ら最大132

}llmに 及び、平均73mmで あ る。 それ等 の赤沈の値 を

赤沈(粍)

発病後何病 日に示 してい るかを見 ると、最小15病 日か

ら最大140病 日に及 び、平均55病 目であ る。以 上を表

示す ると第9表 の如 くである。 この中赤洗の促進 と共 に

新 たな結核牲疾患 の認められ た ものは僅かに肺結核1例 ・

第9表
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80-・89 1 1 1 !2 1・ い ll 1 1・1 ユ1 ・} 1 1 81 13.8

90_99 1 1 1 1 1 『 ll i・1 1 1 1 1 Lヨ_竺
100-・109 1 1 12 1 1・ ;1

メ1

1・1 1 1 1 i41 6.9

110-419 1 1 1 1 1 1 21 1 1・1 i } i 1 41 6.9

ユ20-129 1 1 1 1 {・ 1 い1 ・} } 1 1 1 1 141 6.9

130--129 1 【
1 1 1 } ll 1 1 i 1 1 1 1 ・1 1.7

欝

ヨ

例数 1 1 10
い ・ i・ ・ 17 18」

212i5}・1 ・1 0 11 1
総 計58例
(100・0%)

% 1.7 117.2
1ユ72 {・7・2 卜a・ i・翫8/

3・41 3刈 8・司 ・・71・・71 0 }17
…

(1・7%)に 過 ぎない 。

第3章3群 の比較並びに考按
綾

3群 に於 ける経過に伴 う赤沈 の変動 を平均値 に就 て模

型図で示 せぽ第1図 の如 くである。 これで見 ると、3群

共に赤洗 は病 日との関係 に於て概ね相似 の変動 を示 して

いるが 、吸収期の赤沈 の値が何れ も極 めて近似 してい る

の に対 し、滲出期の赤沈 の値は第1群 から第3群 に移存

す るにつれて明 らかに減少 してい る。余黛)は先 に滲出期

及 び吸収期の赤沈 の変動か ら夫 々肋膜 の炎症機転及び病

巣 の吸収機転の推移 を窺知 し得 るもの と思われ ると述 飛

たが 、この見地か ら上述 の事実 を眺 めると、病 変の吸収
ノ

機転 に伴5赤 洗促進 の程度は3群 に於 て近似 してい るが

、肪膜 の 炎症機転 に伴 う赤 沈促準 の程度は 第1群 か ら

第3群 に移行す るにつれ て 減 少 してい ると言え る。馬

杉3)は 、赤沈促進 の現象は、 ア レル ギーの本 質 を考 え る

と、寧 ろ生体に有利な生物学的 反 応 と 見倣 し得 ると為

し、但 し赤 洗促進 の現象は必ず しも一元的の ものでない

から、臓器結核症等 の場合 には別個の解釈が 必要 である

180
発70

る60

薪フ篁
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群4D

昂馨
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群
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響
0

0

第
ヌ
群
)

第1図

10 2030405◎ ・ず6{}

病 日 一一一一→

第10表一第1群赤
沈(粍)

0._.900

2。33

10_292。33

第2群 第3群

10。922.5

7。3N81012.

6.4789.9

30.糊59 31 24.2 20 18。3 20 24.7

60以 上 94 73.4 81 74。3 51
163・ ・

計 128 100。0 109 100。0 81 100.0

と述 べているが 、.この見解は上述 の事実 に対 し極 めて示 第1、4及 び7表 を参照 して、滲出期に於け る促進 の

竣多 き もの と考 え る◎ 頂点 の赤沈を更 に詳細に検討すると、第10表 の如 き甚

一一_15-__
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だ興 昧潔 い結果が得 られ 、9或 は29糊 ほ凱 以 下の もの即

ち正常或 は軽度 の促進の値 を示 す ものが第1群 か ら第3

群 に移行 ナるにつれて著 しく増加 してい る も の な認め

る。結 棲性滲出性肋膜 炎に於 て稀 に赤沈 の正常或はそれ

に近い値 を示す もののあ ることは岡部廓)、宇留野5)、 野

聞蒋》、 三三友?)、 日暮9)、 等 に依つて記載 されてい る。 日

暮3)は 、その原因を探 求せん として 、結核性肋膜炎37例

に就て赤沈 と共 に血 漿 ブイブ リノー・ゲソ量及び肝臓機能

を検査 し、赤沈 の値 と血漿 ブイ ブ リノーゲ ン量 の値 とは

並 行関係 を有 す るが 、この両者 と肝臓機能 との関係を見

ると、肝臓機能障凝のない もの18例(4&6%)に 於て血漿

ブイ プリノーゲソ燈は平均0・398g/dl,、 赤沈は平 均4a2

蹴n,軽 度の肝臓機 能障 擬のある もの1髪 例(32・3%)に

於て血漿 ブイ ブ リノーゲ ン量は平均q434g/al,赤 沈は

軍均83.5血 η,高度の肝臓機能障凝 のある もの7例(19・1

%)に 於て血漿 ブイ ブ リノーゲ ソ量は平均0・206g/dl・

赤 沈は平均1L4搬 田 と曳・う結 果を得 、即 ち肝臓機能障

畷 のない もの或は軽 度の ものでは血漿 フイブ リノーゲン

量が正常 よ り亀明 らかに増加 しそれ と共 に赤沈 も著 し く

促進 してい るのに、肝臓機能障 礫り高度 の もρ では血漿

フイブ リノーゲ ソ量が正常 よ りも減 少 しそれ と共に赤沈

も正常或 はそれ に近い値を示 してい るところか ら、.結核

性滲出性肋膜炎 に於て稀に赤沈の正常或 はそれに近い値

を示す ものが あるのは高度の肝臓 機能障凝 の為に血漿 フ

イブ リノーゲン燈が減 少するか らであ ると推論 した◎ こ

の結果か ら第10表 を見 ると、第1群 から第3群 に移行

するにつれて肝臓機能障畷 のある ものが著 しく増加す る

のでは ないか と も想顔 され る。

第4章 結 語

余は 、当内科教室 の病 歴 によ り、結核性滲出性肋膜炎

の経過に伴 う赤 沈の変動 を、昭和9年 よ り昭和 皿 年に

至 る4年 間(戦 前、第1群)、 昭和13年 より昭和16年

に至 る4年 聞(臼 華事変 、第2群)及 び昭和17年 より

昭和20年 に至る4閻 年(第2次 世界大戦 、第3群)の3

群に分劇 して比較検討 し、戦時の極 めて不良 であつた生

活条件殊に栄養状態が結核性 滲出性肋膜炎の経過に伴 う

赤沈 の変動に如何 なる影響を与 え た か を窺知せん と試

み、次 の結論 を得 た◎

(1)第1群 では、発病 後平均14病 日に滲出期に於

け る赤沈促&の 頂点 に達 し,そ の値 は平均78m叫 平

均40病 日に滲出期末期 に 於 け る 赤沈遅延 の贋点 に達

し、そ の値は平均45m鵬,平 均56病 日に吸収期 に於け

る赤沈促進 の頂点に達 し、その値は平均76疏mで あ

るo

(2)第2群 では、発病後平均15病 周に滲出期 に於

け る赤沈促進 の源点 に達 し、棚その値 は平均76通 憩・ 平

均37病 日に滲 出期末期 に 於 け る 赤沈達廷 の頂点 に達

し、その値は平均42田 滋、 平均53病 日に吸収期 に於

ける赤醜 進の頂点に逮し・その徹 鞠72塒mで あ

るo

(3)第3群 では,発 病後平均16病 日に滲出期に於

け る赤沈促進 の頂点に達 し、その値 は平均70拠 皿、 平

均37病 臼に滲 出期末期 に 於 け る 赤沈遅延 の頂点 に達

し、その値 は平 均38㎜ 、 平均55病 日に吸収期に於

け る赤沈促進 の頂点に逮 し、その値 は平均73塒 磁 であ

る。

(4)3群 を対比す ると、3群 共 に赤沈は病 臼との関

係 に於て概 ね相似 の変動 を示 してい るが、病変の吸収機

転 に伴つて促進 す ると考 えられ る吸収期の赤沈の値が何

れ も極めて近似 してい るのに対 し、肋膜 の炎症機転 に伴

つて促進 す ると考 えられ る滲出期の赤沈の値 は第1群 か

ら第3群 に移行 するにつれて明 らかに減 少 してい る。滲

出期に於 け る促進 の贋点の赤沈 を 更 に 詳 細に検討す る

と、第1、2及 び3群 に於て9加 拠 以下 の正常 の赤沈

の値 を示す ものが夫 々0、0。9及 び2.5%、29雛m以

下の正常 及び軽度 の 促 進 の赤沈 の値 を示 す ものが夫 々

2・3、7・3及び12・3%で 、第1群 か ら第3群 に移行す る

につれて著 しく増加 してい る。 この事実は 、赤沈促進の

現 象 を、ア レル ギーの本 質か ら考 えて、寧 ろ生体 に有利

な生物学的反応 と見倣す見地 から、注 目に値す る。

欄筆す るに臨み御懇篤 なる御指導 と御校閲 とを賜わ り

た る沖中教授及び北本 助教授 に対 して謹 しみて深甚 なる
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